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第3回ものづくりセミナー報告
省エネで利益を生み出す体質作りにチャレンジ！

去る２月２０日に大阪科学技術センターにおい

て、「第３回ＡＴＡＣものづくりセミナー」を開催

しました。

同セミナーは、お客様からの「ＡＴＡＣメンバー

の現場体験に基づく改善や開発事例の研修や講演

を行って欲しい」との要望にお応えするもので、

２０１２年に開始しました。

第１回は「ＲＷＦ手法」（２０１２年）、第２回は

「３Ｄプリンタによる金属積層造形法」（２０１３

年）と題して開催し、何れも活発な意見交換が行

われ、その後にコンサルティングに発展したもの

もあり、好評を博しました。

★ものづくりセミナーの様子

第３回目の今回は、東日本大震災以降の電力需

給逼迫や電気料金値上げが中小企業の経営に大き

く影響している現状を踏まえ、「省エネで利益を生

み出す体質作りにチャレンジ！」と題し、主に中

小企業の経営層を対象に、利益を生み出す省エネ

の考え方、進め方と対策事例について解説しまし

た。セミナーには１７名が参加され盛況でした。

今回の講師は、パナソニック出身で、在職中に

グループ全社の省エネを中心とした温暖化防止対

策に取り組み、退職後は（一財）省エネルギーセ

ンターのエネルギー使用合理化専門員として中小

企業の省エネ診断を行っているＡＴＡＣ会員の小

河晴樹が担当しました。

セミナーは前半と後半に分かれ、前半では、電

気料金の仕組み、省エネ対策の基本的な考え方や

見える化の手法、さらに設備投資の負担軽減に役

立つ公的な助成施策の実例を紹介しました。また

後半では、節電対策や省エネ対策の具体策につい

て、その取組み内容やポイント、コスト削減効果

について説明しました。

★説明資料の一例

セミナー後の交流会では、セミナー出席者とＡ

ＴＡＣメンバー、またセミナー参加者相互による

活発な意見交換が行われ、大変盛り上がりました。

アンケートの結果では、セミナー、交流会とも

大変役に立った、有意義だったとの感想を多くの

出席者からいただきました。また、いくつかの企

業から具体的なご支援や、訪問セミナー開催のご

要望をいただきました。

ＡＴＡＣでは、セミナー参加者を始めとした皆

様の貴重なご意見を参考にして、今後も中小企業

のものづくりの改善・改革のヒントとなるテーマ

を取り上げ、本セミナーを継続していく予定です。

引き続き、「ＡＴＡＣものづくりセミナー」へのご

支援をお願いします。

（長田・小河記）

2




